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明
治
32
年
創
業
当
時
、
八
幡
浜
地
方
に
は
小
集
落
単
位
で
消

費
さ
れ
る
造
り
酒
屋
が
30
余
軒
あ
り
、
川
亀
酒
造
も
小
さ
な
田

舎
の
１
０
０
石
酒
屋
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。蔵
名
は
地
区「
川4

舞
」
と
創
業
者
「
亀4

三
郎
」
氏
の
名
に
由
来
し
ま
す
。

　

平
成
の
時
代
に
入
り
、
継
ぐ
気
は
な
か
っ
た
と
い
う
現
・
代

表
の
二
宮
靖
さ
ん
は
就
職
氷
河
期
に
直
面
し
、
や
む
な
く
大
学

院
で
２
年
間
の
酵
母
実
験
を
経
験
。
時
代
は
焼
酎
ブ
ー
ム
で
、

蔵
の
経
営
状
況
は
悪
く
…
…
。
平
成
13
年
、
伊
方
杜
氏
に
替
わ

り
製
造
を
一
手
に
担
い
ま
す
。
抱
え
た
多
量
の
在
庫
を
完
売
し

終
え
る
ま
で
の
約
５
年
間
は
様
々
な
造
り
を
試
す
有
意
義
な
時

と
な
り
ま
し
た
。
自
身
が
飲
み
た
い
と
思
え
る
「
派
手
さ
は
な

く
て
も
食
事
の
す
す
む
コ
ク
と
キ
レ
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
飲

み
飽
き
な
い
酒
」
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
妥
協
せ
ず
、
手
を

抜
か
ず
、
作
業
を
進
め
る
。
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
、
最
も
大
変
な

洗
い
物
の
数
々
を
き
れ
い
に
洗
い
き
る
。
一
粒
一
粒
を
丁
寧
に

処
理
す
る
洗
米
、
蒸
米
も
ま
た
然し

か

り
。
そ
の
延
長
線
上
に
は
、

無
理
な
圧
力
を
か
け
な
い
昔
な
が
ら
の
槽ふ

な

し
ぼ
り
、
通
常
の
倍

の
手
間
と
時
間
を
要
す
る
伝
統
的
手
法
の
山や

ま

廃は
い

造
り
、
麹こ

う
じ

蓋ぶ
た

に

よ
る
製せ

い

麹こ
う
じ

が
あ
り
ま
す
。
品
質
に
こ
だ
わ
る
特
徴
あ
る
蔵
と
し

て
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
商
品
の
６
割
は
県
外
へ
。

し
か
し
な
が
ら
靖
さ
ん
は
「
地
元
に
育
て
ら
れ
た
小
さ
な
蔵
で

す
か
ら
、
地
元
で
愛
さ
れ
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」。
地
元
へ
の

思
い
を
詰
め
た
地
酒
「
川
亀
」
は
、
蔵
前
を
流
れ
る
五
反
田
川

の
伏
流
水
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

川亀酒造合資会社
代表銘柄	 川亀
創　　業	 1899年（明治32年）
代 表 者	 代表社員　二宮　靖
住　　所	 八幡浜市五反田２-４-１
T E L	 0894-22-0315

愛
媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り

川

　亀
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▼�
川
亀
酒
造
正
面
に
て
、
６
代
目
の
二
宮
靖
さ
ん

▲（右）�「川亀　純米大吟醸　山田錦50」。兵庫県産米・
山田錦を50％に精白。低温長期もろみで、フルー
ティな香りと上品な米の旨みが堪能できる

　�（中）�「川亀　山廃純米吟醸」。県内でも珍しい山廃造
り。きめ細やかで米の旨みのバランスが絶妙、
洗練された味わいの酒

　�（左）�「川亀　純米吟醸　しずく媛」。愛媛県産しずく
媛を全量使用。フルーティな香りとやさしい米
の旨みが広がる
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	〈今月の素材〉麦みそ

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　あの暑かった夏がウソのようです。稲
穂が実る棚田に涼やかな風が吹き抜け、
あぜ道を染める真っ赤な彼岸花、空に浮
かんでいるのはいわし雲。いつの間にか
すっかり秋の風景に様変わりしていま
す。
　家族総出の稲刈りは子どもたちも頼も
しい戦力です。お昼どきに棚田に腰かけ、
ほおばる大きな塩むすび（おにぎり）の
おいしさはまた格別の味でしょう。
●表紙：棚田の稲刈り
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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て
い
ま
す
。
本
年
の
露
地
み
か
ん
は
表
廻

り
で
あ
り
な
が
ら
、
全
国
的
に
着
花
量
が

少
な
く
、
生
理
落
果
は
一
次
落
果
が
や
や

多
め
で
、
二
次
落
果
は
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
昨
年
に
比
べ
て
生
産
量
が
少
な
く
な

る
見
込
み
で
す
。

　

早
生
み
か
ん
の
販
売
価
格
を
左
右
す
る

極
早
生
の
生
産
量
は
、
前
年
並
の
予
想
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
早
生
み
か
ん
以
降
の

販
売
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
に
も
、
栽

培
管
理
の
徹
底
に
よ
る
高
品
質
果
実
の
生

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
園
地
に
よ

る
バ
ラ
ツ
キ
も
あ
り
、
今
後
は
需
要
量
に

見
合
っ
た
適
正
着
果
対
策
を
徹
底
し
、
高

品
質
果
実
生
産
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

本
年
産
露
地
み
か
ん
の
品
種
別
の
全
国

生
産
予
想
量
は
、
日
園
連
調
査
（
9
月
１

日
時
点
）
に
よ
る
と
、
極
早
生
12
万
９
千

ト
ン
（
前
年
比
１
０
２
％
）、
早
生

29
万
７
千
ト
ン
（
前
年
比
96
％
）、
普
通

30
万
７
千
ト
ン
（
前
年
比
88
％
）
と
な
っ

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

29
年
産
温
州
み
か
ん
を

め
ぐ
る
情
勢

　

平
成
29
年
産
温
州
み
か
ん
の
生
産
予
想

量
は
、
日
園
連
の
９
月
１
日
時
点
の
主
産

県
調
査
に
よ
る
と
全
国
で
75
万
ト
ン
程
度

（
前
年
比
93
％
、
27
年
比
96
％
）、
愛
媛
県

は
12
万
2
千
ト
ン
程
度
（
前
年
比
96
％
、

27
年
比
１
０
１
％
）
で
、適
正
生
産
量
（
全

国
87
万
ト
ン
、
愛
媛
14
万
２
、０
２
０
ト

ン
）
を
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
産
温
州
み
か
ん
の
生
産
予
想
量
は
、
全
国
（
９
月
１
日
時
点
の
日
園
連
主
産
県
調
査
）
で
約
75
万
ト
ン
（
前
年
比

93
％
、
27
年
比
96
％
）、
愛
媛
県
（
９
月
１
日
時
点
）
は
約
12
万
２
、１
４
０
ト
ン
（
前
年
比
96
％
、
27
年
比
１
０
１
％
）
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
露
地
み
か
ん
の
出
荷
計
画
量
（
９
月
20
日
時
点
）
は
、
５
万
１
、２
２
０
ト
ン
（
前

年
比
１
０
２
％
、
27
年
比
１
０
３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
29
年
産
温
州
み
か
ん
の
出
荷
販
売
対
策
と
消
費
宣
伝
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。

特

集

◆特集：平成29年産温州みかん出荷販売対策と消費宣伝計画

高
品
質
果
実
の
計
画
出
荷
、
需
給
調
整
対
策
、

効
果
的
な
消
費
宣
伝
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
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品質基準

出荷時期 糖　度 酸　度

９月 9.0度以上 1.0％以下

10月 10.0度以上 1.0％以下

11月以降 11.0度以上 0.9％以下

※市場到着時目標とし、全国連の品質基準に準ずる

産
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
、

全
果
協
か
ん
き
つ
部
会
で
協
議
決
定
し
た

極
早
生
み
か
ん
の
結
果
樹
面
積
10
％
削
減

目
標
は
、本
年
が
最
終
年
と
な
っ
て
お
り
、

必
達
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

　

早
生
以
降
に
つ
い
て
は
、
生
産
量
は
前

年
を
下
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
出
荷
計
画
と
実
績
と
の
か
い
離
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
正
確
な
出
荷
計
画
の

策
定
と
市
場
別
の
販
売
動
向
を
把
握
し
た

出
荷
に
努
め
る
と
と
も
に
、
気
象
災
害
等

に
よ
り
数
量
が
減
少
す
る
場
合
は
迅
速
に

産
地
情
報
を
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
11
月
下
旬
の
恒
常
的
な
売
り
悩

み
と
と
も
に
、
12
月
中
旬
以
降
の
供
給
過

剰
に
よ
る
荷
動
き
の
停
滞
・
価
格
低
迷
を

回
避
す
る
た
め
に
も
、
平
成
29
年
産
露
地

み
か
ん
の
出
荷
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、
高

品
質
果
実
の
出
荷
を
基
本
に
出
荷
時
の
品

質
基
準
の
遵
守
や
計
画
出
荷
に
努
め
る
と

と
も
に
、
市
場
価
格
の
維
持
を
目
的
と
し

た
果
実
需
給
調
整
対
策
事
業
及
び
一
般
消

費
者
を
対
象
と
し
た
消
費
宣
伝
事
業
を
有

効
活
用
し
、
次
年
度
に
つ
な
が
る
販
売
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

販
売
具
体
策

【
極
早
生
み
か
ん
】

　

極
早
生
み
か
ん
の
販
売
は
10
月
末
終
了

を
徹
底
し
ま
す
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
ず

11
月
に
出
荷
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
確

実
に
糖
度
11
度
以
上
の
品
質
が
確
保
で
き

る
も
の
に
限
定
し
早
期
に
出
荷
を
切
り
上

げ
ま
す
。
低
品
位
果
実
の
市
場
出
荷
の
自

粛
、
県
域
の
価
格
維
持
対
策
と
し
て
下
等

級
品
の
市
場
隔
離
を
図
る
た
め
加
工
誘
導

対
策
事
業
（
11
月
10
日
ま
で
に
１
、

０
０
０
ト
ン
を
対
象
）
を
実
施
・
有
効
活

用
し
ま
す
。
ま
た
、
全
国
産
地
と
協
調
連

携
し
カ
ナ
ダ
向
け
に
輸
出
し
国
内
の
価
格

維
持
を
図
り
ま
す
。

【
早
生
み
か
ん
】

　

早
生
の
販
売
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
市

場
残
荷
量
等
の
販
売
状
況
や
品
質
状
況
を

勘
案
し
た
な
か
で
開
始
し
ま
す
。
11
月
下

旬
の
恒
常
的
な
売
り
悩
み
を
回
避
す
る
た

め
、
市
場
別
の
販
売
状
況
を
勘
案
し
販
売

先
の
需
要
に
応
じ
た
出
荷
に
努
め
る
と
と

も
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
品
種
の
切
り
替
え
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
日
量
出
荷
量
の
平
準

化
を
図
り
、
祝
祭
日
お
よ
び
休
市
明
け
と

11
月
２
日
、
11
月
24
日
、
11
月
30
日
は
平

常
時
の
20
％
増
以
内
に
抑
え
ま
す
。

　

県
域
の
価
格
維
持
対
策
と
し
て
下
等
級

品
の
市
場
隔
離
を
図
る
た
め
加
工
誘
導
対

策
事
業
（
１
月
31
日
ま
で
に
４
、０
０
０

ト
ン
を
対
象
）を
実
施・有
効
活
用
し
ま
す
。

【
普
通
温
州
み
か
ん
】

　

12
月
中
旬
以
降
の
需
要
の
落
ち
込
み
に

対
応
す
べ
く
、
自
主
調
整
を
含
め
た
機
動

力
の
あ
る
出
荷
計
画
を
実
施
し
ま
す
。
販

売
店
で
は
年
末
年
始
無
休
営
業
が
常
態
化

し
、
消
費
の
平
準
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
需
要
量
に
応
じ
た
出
荷
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
年
内
に
無
理
し
た
出
荷
を
行

わ
ず
に
年
明
け
販
売
も
視
野
に
入
れ
た
出

荷
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
年
明
け

販
売
分
は
、
品
質
低
下
の
な
い
よ
う
に
貯

蔵
管
理
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

１
月
末
ま
で
果
実
需
給
調
整
対
策
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

【
各
品
種
共
通
対
策
】

　

精
度
の
高
い
出
荷
計
画
の
策
定
と
遵
守

に
努
め
、
産
地
状
況
の
迅
速
な
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
品
質
・
階
級
基
準

を
厳
守
す
る
と
と
も
に
、
低
品
位
果
実
は

加
工
仕
向
け
等
の
市
場
隔
離
を
行
い
ま

す
。

　

品
種
・
系
統
の
品
質
特
性
を
踏
ま
え
た

適
期
出
荷
を
徹
底
し
ま
す
。
早
生
の
販
売

開
始
は
、
基
本
的
に
11
月
か
ら
と
し
、
極

3



早
生
か
ら
早
生
へ
の
切
り
替
え
を
明
確
に

し
ま
す
。

　

11
月
～
12
月
10
日
に
お
け
る
水
曜
日
の

販
売
分
は
出
荷
停
止
と
し
ま
す
。

◆
対
象
日
：
11
月
１
日
・
８
日
（
休
市
）・

15
日
（
休
市
）・
22
日
・
29
日
、
12
月
６

日
（
休
市
）
の
合
計
６
回

　

全
果
協
10
地
域
市
場
出
荷
計
画
の
旬
別

前
年
比
を
指
標
と
し
て
出
荷
計
画
を
樹
立

す
る
と
と
も
に
、
選
果
場
ご
と
の
出
荷
状

況
を
的
確
に
把
握
し
、

市
場
出
荷
残
量
を
踏
ま

え
た
計
画
的
な
出
荷
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
生

産
指
導
部
署
と
の
連
携

を
密
に
し
、
選
果
・
選

別
・
出
荷
予
措
の
徹
底

と
10
地
域
市
場
出
荷
計

画
を
基
準
と
し
て
、
市

場
ご
と
に
残
荷
量
・
未

仕
切
等
の
販
売
状
況
を

加
味
し
た
出
荷
量
を
調

整
し
ま
す
。

　

需
給
調
整
に
基
づ
い

た
適
正
出
荷
量
と
特
別

出
荷
調
整
の
対
象
期
間

（
11
月
中
下
旬
）
に
お

け
る
Ｊ
Ａ
別
出
荷
量
を

遵
守
す
る
と
と
も
に
、

長
期
取
引
契
約
数
量
を

必
達
し
ま
す
。

　

緊
急
需
給
調
整
特
別
対
策
事
業
が
発
動

さ
れ
た
場
合
は
、
事
業
実
施
方
針
に
基
づ

き
価
格
下
落
の
主
因
と
な
る
恐
れ
の
あ
る

果
実
を
加
工
原
料
に
仕
向
け
ま
す
。

【
階
級
基
準
】

　

出
荷
階
級
は
２
Ｌ
～
Ｓ
級
と
し
ま
す
。

【
緊
急
時
の
対
策
】

　
「
緊
急
需
給
調
整
特
別
対
策
事
業
」
が

発
動
さ
れ
た
場
合
は
全
果
協
お
よ
び
県
果

協
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

市
場
価
格
の
急
落
が
懸
念
さ
れ
、
か
つ
市

場
在
庫
が
増
加
傾
向
に
あ
る
場
合
は
、
果

実
販
売
部
会
・
販
売
情
勢
検
討
会
等
で
協

議
し
、
緊
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

効
果
的
な
消
費
宣
伝
活
動
で

愛
媛
み
か
ん
Ｐ
Ｒ
と
販
売
拡
大
を

　

愛
媛
県
産
柑
橘
の
販
促
お
よ
び
知
識
に

習
熟
し
た
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
に
よ
る
販
促
活
動

を
行
い
、
さ
ら
な
る
愛
媛
み
か
ん
フ
ァ
ン

の
獲
得
に
努
め
ま
す
。
販
売
力
の
高
い
店

舗
の
設
定
や
販
売
時
期
に
強
弱
を
つ
け
る

な
ど
、
販
促
の
あ
り
方
に
つ
い
て
十
分
に

精
査
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
店
頭
販

促
を
行
う
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
の
研
修
会
や
産
地

訪
問
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
愛
媛
県
産

柑
橘
に
対
す
る
知
識
を
さ
ら
に
深
め
、
消

費
者
の
五
感
を
通
じ
て
愛
媛
み
か
ん
の

魅
力
を
訴
え
、
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

指
定
市
場
お
よ
び
関
係
取
引
先
に
対
し

て
は
、
生
産
・
販
売
体
制
等
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
産
地
の
的
確
な
情
報
を

発
信
す
る
た
め
、
セ
ー
ル
ス
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
る
幼
稚
園
児

お
よ
び
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
は
じ

め
て
の
み
か
ん
む
き
企
画
」
等
の
食
育

活
動
を
継
続
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
に

幼
少
期
か
ら
み
か
ん
を
食
べ
る
機
会
・

環
境
を
提
供
し
、
将
来
の
消
費
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
愛
媛
み
か
ん
の
魅
力
発

信
・
消
費
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る
消
費
宣
伝
・

み
か
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
事

業
の
内
容
を
十
分
精
査
し
た
う
え
で
、
効

果
的
な
活
動
を
計
画
・
実
施
し
、
愛
媛

み
か
ん
の
Ｐ
Ｒ
・
知
名
度
向
上
を
図
り

ま
す
。

◆
消
費
宣
伝
事
業
内
容

１
．
全
国
果
実
生
産
出
荷
安
定
協
議
会

　

国
産
果
実
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ

が
高
品
質
・
少
量
多
品
目
化
す
る
な
か
、

「
食
生
活
指
針
」
や
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」
に
基
づ
い
た
「
日
本
型
食
生
活
」

を
推
進
し
、
果
実
摂
取
の
重
要
性
を
訴

特

集
◆特集：平成29年産温州みかん出荷販売対策と消費宣伝計画
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求
す
る
た
め
「
毎
日
く
だ
も
の
２
０
０
グ

ラ
ム
運
動
」
の
普
及
啓
発
活
動
の
実
践
、

安
全
・
安
心
な
国
産
果
実
全
体
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
や
話
題
性
の
醸
成
・
提
供
、
果

物
の
持
つ
栄
養
・
効
能
・
機
能
性
の
周
知

お
よ
び
全
国
の
果
樹
産
地
と
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
行
い
、
国
産
果
実
全
体
の

需
要
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
段

階
・
県
段
階
・
農
協
段
階
の
役
割
分
担
を

明
確
化
し
、
全
国
の
果
樹
産
地
が
協
調
し

た
事
業
展
開
を
図
り
、
よ
り
効
率
的
・
効

果
的
な
取
り
組
み
内
容
と
し
ま
す
。

２
．
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構

　

消
費
者
に
「
オ

レ
ン
ジ
デ
ー
」、

「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
」
の
認
知
度
向

上
を
図
る
と
と
も

に
、
愛
媛
県
産
柑

橘
全
体
の
Ｐ
Ｒ
及

び
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
、
効
果
的

な
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
・
実
施
し
ま
す
。

３�

．
温
州
み
か
ん

セ
ー
ル
ス
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン

　

指
定
市
場
関
係

者
及
び
主
要
販
売

店
舗
担
当
者
へ
生

産
・
販
売
・
宣
伝
戦
略
等
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
川
上
～
川
下
が
一
体
と
な
っ
た

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

４
．
店
頭
試
食
宣
伝

　

愛
媛
み
か
ん
の
売
り
場
確
保
・
販
売
数

量
・
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
店

舗
の
状
況
に
あ
っ
た
販
促
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
愛
媛
県

産
青
果
物
の
売
り
場
を
確
保
し
て
く
れ
る

「
愛
媛
協
力
店
」
を
設
定
し
、
愛
媛
果
物

の
情
報
発
信
と
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

５
．
愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る
消
費
宣
伝

　

今
年
で
59
代
目
と
な
る
愛
媛
み
か
ん

（
い
よ
か
ん
）
大
使
を
任
命
し
、
県
内
外

で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
通
じ
て
、
愛
媛

県
産
柑
橘
類
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
み
か
ん
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
、
東
京
・
大
阪
等
の
大
都
市

に
大
使
を
派
遣
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
巡
回
訪
問
し
、

愛
媛
み
か
ん
の
季
節
到
来
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
イ
ベ

ン
ト
の
記
事
掲
載
等
を
通
じ
た
消
費
宣
伝

の
相
乗
効
果
を
図
り
ま
す
。

６
．
食
育
活
動
事
業

　

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
、
幼
稚
園
・
保

護
者
等
か
ら
も
好
評
の
「
は
じ
め
て
の
み

か
ん
む
き
」企
画
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

幼
稚
園
児
に
み
か
ん
を
自
分
で
剥
く
行
為

の
啓
蒙
活
動
を
行
い
、
そ
の
保
護
者
に
も

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
す
る
こ
と
に

よ
り
、
健
康
情
報
の
提
供
や
幼
稚
園
児

の
健
や
か
な
発
育
に
は
果
物
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。
そ
し
て
日
常
生
活
の
中
で
柑
橘
類

を
食
べ
る
こ
と
の
習
慣
付
け
を
行
い
、
旬

の
お
い
し
い
「
愛
媛
み
か
ん
」
を
印
象

付
け
て
広
範
な
消
費
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
愛
媛
柑
橘
全
体
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
ま
す
。

７
．
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
組
織
強
化
事
業　

　

愛
媛
産
柑
橘
の
よ
り
効
果
的
な
店
頭

試
食
宣
伝
販
売
を
行
う
た
め
に
、
Ｓ
Ｐ

レ
デ
ィ
の
組
織
強
化
を
行
い
ま
す
。
温

州
み
か
ん
研
修
会
（
１
０
０
人
研
修
会
）

で
は
、
本
年
産
柑
橘
類
の
生
育
状
況
・

作
柄
等
の
説
明
会
を
実
施
し
、
産
地
状

況
等
も
把
握
し
て
も
ら
い
産
地
と
一
体

感
を
持
っ
て
販
売
で
き
る
協
力
体
制
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
２
年

に
１
回
開
催
し
て
い
る
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
産

地
研
修
会
を
実
施
し
、
収
穫
体
験
等
を

通
じ
て
産
地
へ
の
理
解
を
深
め
消
費
者

へ
の
愛
媛
産
柑
橘
の
さ
ら
な
る
魅
力
発

信
を
図
り
ま
す
。

▲ＳＰレディ産地研修会
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１
日
目
の
研
究
大
会
は
、
松
山
市
の
子

規
記
念
博
物
館
で
開
催
。
愛
媛
県
な
ら
び

に
全
国
の
く
り
生
産
者
・
関
係
者
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
愛
媛
県
く

り
研
究
同
志
会
の
大
野
奉
孝
会
長
は
「
近

年
の
く
り
の
販
売
単
価
は
高
水
準
で
あ
る

も
の
の
、
栽
培
面
積
の
維
持
、
生
産
量
の

確
保
対
策
が
今
後
の
最
重
点
課
題
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
本
大
会
を
き
っ
か
け
に
、

我
が
国
の
く
り
産
業
が
よ
り
一
層
発
展
す

る
よ
う
、
生
産
者
一
同
魅
力
あ
る
く
り
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
く
り
産
業
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
生
産
者
や
部
会
に
贈
ら
れ
る

「
全
果
連
会
長
賞
」
の
授
与
も
行
わ
れ
、

伊
予
市
中
山
町
の
松
本
武
文
さ
ん
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　

産
地
事
例
発
表
で
は
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い

き
営
農
部
営
農
指
導
課
の
東
浩
一
さ
ん
が

Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
に
お
け
る
く
り
生
産
販

売
対
策
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

研
究
成
果
発
表
で
は
、
愛
媛
県
農
産
園
芸

課
の
金
﨑
秀
司
さ
ん
が
、
立
木
で
の
Ｉ
Ｐ

Ｍ
防
除
技
術
確
立
試
験
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
農
研
機
構
の
齋
藤
寿

広
さ
ん
が
「
農
研
機
構
に
お
け
る
ク
リ
育

種
の
経
過
、
現
状
と
展
望
」、
兵
庫
県
立

農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
水
田
泰

徳
さ
ん
が
「
凍
害
の
危
険
度
判
定
と
対
策

で
優
良
品
種
の
導
入
促
進
を
！
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
産
地
視
察
で
は
、
県
外
か
ら

の
参
加
者
約
１
５
０
人
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
え

ひ
め
中
央
中
山
支
所
管
内
の
三
ッ
井
守
恵

さ
ん
と
山
村
信
昭
さ
ん
の
園
地
を
視
察
し

ま
し
た
。

　全国のくり生産者・関係者が一堂に会し、「第30回全国クリ研究大会　愛媛県大会」（主催：
全国果樹研究連合会・愛媛県くり研究同志会）を７月27日、28日、松山市ならびに伊予市で
開催しました。本大会は全国のくり主産県で持ち回り開催しており、愛媛県での開催は平成
16年以来13年ぶり４回目の開催となりました。

▲�全果連会長賞を受賞した松本武文さん
　（伊予市中山町）

▲�産地事例発表をするＪＡ愛媛
たいきの東浩一さん

▲�伊予市中山町の山村園での視察

トピックス

産地の活性化による魅力あるクリ栽培を目指して！
第30回　全国クリ研究大会　愛媛県大会を開催
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7

ＪＡ新トップ紹介

平成29年10月１日現在■は29年度新任。

㈱えひめ飲料

役職名 氏　名

代表取締役社長 髙原　　茂 常勤

代表取締役専務 濱本　泰久 常勤

常 務 取 締 役 川田　永治 常勤

常 務 取 締 役 山本　卓治 常勤

常 勤 監 査 役 岡本　慎也 常勤

ＪＡえひめアイパックス㈱

役職名 氏　名

代表取締役社長 中原　一憲 常勤

常 務 取 締 役 森川　威久 常勤

常 務 取 締 役 中川　達也 常勤

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱

役職名 氏　名

代表取締役社長 大津　　満 常勤

常 務 取 締 役 宇都宮　誠 常勤

㈱ひめライス

役職名 氏　名

代表取締役社長 松田　一人 常勤

常 務 取 締 役 武田　　司 常勤

ＪＡえひめエネルギー㈱

役職名 氏　名

代表取締役社長 峯本　耕典 常勤

常 務 取 締 役 宮田　研二 常勤

㈱えひめフーズ

役職名 氏　名

代表取締役社長 森實　光夫 常勤

取締役管理部長 丸山　　茂 常勤

ＪＡえひめ物流㈱

役職名 氏　名

代表取締役社長 清水　宇造 常勤

常 務 取 締 役 白石　啓司 常勤

前号で予告していた内容から一部変更して掲載します。

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ

中な
か

村む
ら　

吉き
ち

年と
し

代
表
理
事
組
合
長

（
平
成
29
年
８
月
28
日
就
任
）

略　

歴

・
昭
和
27
年
生
ま
れ

・
平
成
19
年
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
監
事
（
非
常
勤
）

・
平
成
22
年
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
監
事
（
常
勤
）

・
平
成
28
年
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
代
表
理
事
専
務

・
平
成
29
年
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
代
表
理
事
組
合
長

ＪＡ全農えひめグループ７社　平成29年度役員体制



愛
媛
産
柑
橘
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

『
２
０
１
７
愛
媛
み
か
ん
大
使
』
を
任
命

▲�（右から）一色さん、佐野さん、小越県本部長、菅野会長、
藤田さん、松村さん

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
は
、
８
月
24
日
、

松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛

媛
で
、
愛
媛
み
か

ん
・
伊
予
柑
な
ど

愛
媛
産
柑
橘
を
Ｐ

Ｒ
す
る
『
２
０
１
７
愛
媛
み
か
ん

大
使
』
４
人
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
愛
媛
み
か
ん
大
使
は
、

①
一
色
涼
花（
い
っ
し
き　

り
ょ
う

か
）さ
ん【
21
歳
】松
山
市
在
住（
大

学
生
）、
②
佐
野
梨
夏
（
さ
の　

り

か
）さ
ん【
19
歳
】大
洲
市
在
住（
団

体
職
員
）、
③
藤
田
茉
倫
（
ふ
じ
た

ま
り
ん
）
さ
ん
【
21
歳
】
松
山
市

在
住
（
大
学
生
）、
④
松
村
祐
莉
愛

（
ま
つ
む
ら　

ゆ
り
あ
）
さ
ん
【
20

歳
】
松
山
市
在
住
（
大
学
生
）
の

4
人
。

　

愛
媛
み
か
ん
大
使
に
よ
る
活
動

は
、
１
９
５
９
年
度
か
ら
始
め
て

お
り
、
今
年
度
の
大
使
は
59
代
目
。

今
回
は
87
人
の
応
募
が
あ
り
、
書

類
と
面
接
に
よ
る
審
査
を
経
て
大

使
４
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

任
命
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
運
営
委
員
会
の
菅
野
幸
雄
会
長

が
４
人
に
任
命
状
を
渡
し
、「
愛
媛

県
を
代
表
し
農
家
の
想
い
を
全
国

の
皆
様
に
伝
え
、
愛
媛
み
か
ん
を

Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
前

年
の
大
使
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
継

い
だ
４
人
は
、「
愛
媛
産
柑
橘
の
魅

力
を
全
国
の
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で

抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　

大
使
４
人
は
、
11
月
上
旬
か
ら

の
「
愛
媛
み
か
ん
消
費
拡
大
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
ほ
か
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
販
促
活
動
、
テ
レ
ビ
出
演
な

ど
を
通
じ
て
、
来
年
８
月
末
ま
で

の
１
年
間
愛
媛
産
柑
橘
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

果実課

2017愛媛みかん大使プロフィール

【抱負】歴史ある愛媛みかん大使に任命していた
だき大変光栄に思います。農家の方々の気持ちを
背負い、その代弁者として、一人でも多くの方に
大好きな愛媛みかんの魅力をお伝えしたいです。
持ち前の笑顔と真面目さを活かし、責任を持って
誠心誠意努めます。

【抱負】愛媛みかんの魅力を、もっと沢山の方々
に知っていただきたいと思い応募しました。大
使に選んでいただき、とても光栄です。農家の
方々が丹精込めて作られた美味しい愛媛みかん
を１人でも多くの方々に知っていただけるよう
頑張ります。

一
いっ

色
しき

　涼
りょう

花
か

さん
（松山市在住・大学生）

佐
さ

野
の

　梨
り

夏
か

さん
（大洲市在住・団体職員）

【趣味】�歌うこと、読書、
サッカー観戦

【特技】�歌うこと、笑顔でいること

【趣味】�音楽鑑賞、バスケ
【特技】剣道

【抱負】歴史ある愛媛みかん大使に任命して頂き
大変光栄です。生産者と消費者の架け橋となり、
農家の方々が丹精込めて作った愛媛みかんの魅
力を全国へPRしていきます。たくさんの方に愛
媛みかんのファンになって頂けるよう誠心誠意
努めてまいります。

【抱負】農家の方々が丹精込めて作られた、愛媛
みかんの魅力を、１人でも多くの方にお伝えで
きるよう、１年間責任を持って、笑顔でPRして
まいります。活動を通して、大好きな愛媛県が
より活性化されるように頑張りますので、よろ
しくお願いします。

藤
ふじ

田
た

　茉
ま

倫
りん

さん
（松山市在住・大学生）

松
まつ

村
むら

祐
ゆ

莉
り

愛
あ

さん
（松山市在住・大学生）

【趣味】�クラシックバレエ、
カフェ巡り

【特技】�書道

【趣味】読書
【特技】書道、水泳
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
農

畜
産
物
消
費
拡
大
推
進
本

部
は
、来
年
１
月
末
ま
で
、

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
農

畜
産
物
消
費
拡
大
運
動
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

お
口
の
健
康
を
考
え
る
乳
酸
菌

「
８
０
２
０
菌
」
を
使
用
し
た
ヨ
ー
グ
ル

ト
２
種
類
・
19
個
の
乳
製
品
を
セ
ッ
ト
に

し
た「
ら
く
れ
ん
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
セ
ッ
ト
」

（
２
、０
０
０
円
）、「
道
後
赤
た
ま
ご
プ
リ

ン
」
や
「
愛
あ
る
生
乳
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
な

ど
、
ら
く
れ
ん
製
品
か
ら
厳
選
し
た
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
の「
牧
場
の
風
セ
ッ
ト
」

（
２
、２
０
０
円
）、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
サ

ン
ド
と
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
ま
と
め
て

セ
ッ
ト
に
し
た
「
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
セ
ッ

ト
」（
２
、２
０
０
円
）、レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
３
種
・
15
個
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
レ
ア

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
」（
２
、２
０
０

円
）、
の
４
ア
イ
テ
ム
で
す
。（
価
格
は
全

て
税
込
価
格
）

県
内
産
を
中
心
と
し
た

「
畜
産
加
工
品
」
愛
用
も
推
進
中

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
生
活
資
材
課
で
は
、

来
年
２
月
末
ま
で
、
愛
媛
県
内
産
牛
・
豚

肉
の
地
産
地
消
を
通
じ
て
地
域
農
業
の
振

興
を
図
ろ
う
と
、「
食
肉
加
工
品
」
の
取

扱
い
・
消
費
拡
大
を
推
進
中
で
す
。

　

取
扱
商
品
（
セ
ッ
ト
）
は
、伊
予
牛
「
絹

の
味
」、「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
精
肉

セ
ッ
ト
各
３
ア
イ
テ
ム
、
レ
ト
ル
ト
の
カ

レ
ー
、
愛
媛
県
産
豚
肉
を
使
用
し
た
「
豚

バ
ラ
や
わ
ら
か
角
煮
」、「
豚
ロ
ー
ス
豚
丼
」

「
ロ
ー
ス
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
ス
ラ
イ
ス
パ
ッ

ク
」、
国
産
豚
肉
を
使
用
し
た
ウ
イ
ン

ナ
ー
、さ
ら
に
は
新
ア
イ
テ
ム
と
し
て
塩
、

み
そ
、
キ
ム
チ
味
の
「
愛
媛
・
信
州
豚
モ

ツ
セ
ッ
ト
」
な
ど
の
多
彩
な
ア
イ
テ
ム
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
賞
味
・
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

　

愛
用
運
動
商
品
と
食
肉
加
工
品
の
ご
注

文
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ

ま
た
は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
生
活
資
材
課

（
℡
０
８
９

−

９
０
５

−

２
７
１
５
）
ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
畜
産
物

消
費
拡
大
運
動
展
開
中
！

生　活
資材課

　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
県

内
産
を
中
心
に
新
米
の

発
売
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
、
８
月
23
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
、
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称
は
、

「
サ
ン
キ
ュ
ー
米ベ

イ

ベ
ー
」。「
伊
予
牛
『
絹

の
味
』
黒
毛
和
牛
焼
肉
用
約
５
０
０
ｇ
」

「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
用

ロ
ー
ス
１
㎏
」「
紅
ま
ど
ん
な
」
な
ど
が

計
１
、０
０
０
人
に
当
た
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
ポ
ス
タ
ー
・

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
新
聞
広
告
な
ど
を
通
じ

て
積
極
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｐ
Ｒ
活
動
を

展
開
。「
愛
媛
の
新
米
」
を
味
わ
っ
て
も

ら
い
、
県
内
産
米
の
消
費
拡
大
と
『
ひ
め

ラ
イ
ス
』ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
、
販
売
店
の
ポ

ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、（
株
）
ひ
め

ラ
イ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

生　活
資材課

㈱ひめ
ライス

「
サ
ン
キ
ュ
ー
米ベ
イ

ベ
ー
」

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！
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小
学
生
の
頃
、「
農の

う

繁は
ん

休
暇
」
と
い
っ
て
、

田
植
え
や
稲
刈
り
で
忙
し
い
時
期
、
一
定
期

間
学
校
が
休
み
に
な
っ
て
い
た
。戦
前
か
ら
、

あ
っ
た
制
度
で
あ
る
。

　

低
学
年
は
苗
を
運
ん
だ
り
、
刈
り
取
っ
た

後
の
稲
束
を
運
ん
だ
り
す
る
仕
事
が
主
で

あ
っ
た
。
少
し
年
長
に
な
る
と
、
今
度
は
苗

の
植
え
方
や
、
鎌
を
持
っ
て
稲
刈
り
の
仕
方

を
教
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
三
十
年
代
後
半
に
な
る
と
、
農
繁
休

暇
制
度
も
し
だ
い
に
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ

は
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
と
符
合
し
て
い

る
。

　

水す
い

稲と
う

作さ
く

の
動
力
源
が
、
そ
れ
ま
で
主
役
で

あ
っ
た
牛
馬
か
ら
小
型
耕こ

う

耘う
ん

機
に
替
わ
り
、

農
業
の
機
械
化
も
急
速
に
進
展
し
た
。「
メ

リ
ー
テ
ー
ラ
ー
」
と
い
う
、
戦
後
ア
メ
リ
カ

か
ら
導
入
さ
れ
た
小
型
耕
耘
機
の
名
称
は
、

子
供
心
に
も
、
新
し
い
農
業
を
象
徴
す
る
よ

う
な
、
新
鮮
な
響
き
が
感
じ
ら
れ
た
も
の

だ
っ
た
。

　

私
が
子
供
の
頃
は
、ま
だ
明
治
生
ま
れ
の
、

篤と
く

農の
う

家か

と
言
わ
れ
る
老
人
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
た
。
彼
ら
は
長
老
と
し
て
、
村
の
催
事
や

神
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
、
物
知
り
で
も

あ
っ
た
。

　

そ
の
一
人
に
、
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
経

験
を
持
つ
老
人
が
い
た
。
当
時
、
も
う
八
十

歳
近
い
年
齢
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

小
柄
な
人
で
あ
っ
た
が
、
土
と
水
に
寄
せ

る
思
い
は
、
切
実
で
あ
っ
た
。
朝
夕
、
畦あ

ぜ

塗

り
用
に
自
分
で
工
夫
し
た
ら
し
い
柄
の
短
い

鋤す
き

を
持
っ
て
、
田
回
り
を
す
る
の
が
日
課
で

あ
っ
た
。

　

雨
上
が
り
の
時
な
ど
、
排
水
溝
か
ら
水
を

抜
い
た
り
、
畦
の
水
漏
れ
な
ど
の
点
検
に
余

念
が
な
か
っ
た
。
私
は
、
こ
の
老
人
の
後
に

つ
い
て
、
よ
く
歩
い
た
。

　

今
思
う
と
、
田
植
え
か
ら
稲
が
成
長
す
る

ま
で
の
水
管
理
の
た
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

水み
な

口く
ち

か
ら
田た

ん
ぼ圃
に
水
を
引
く
の
だ
が
、
深
す

ぎ
て
も
、
稲
は
伸
び
痩
せ
す
る
。
田た

面づ
ら

が
出

て
し
ま
う
ほ
ど
浅
い
と
、
今
度
は
成
長
が
止

ま
り
、
雑
草
が
生
え
て
、
余
分
な
草
取
り
の

水
　
田

　
　
　
～
屋
根
の
な
い
博
物
館
～

SHUNJI　TAKAICHI高市俊次
昭和23年12月18日生まれ、伊予郡砥部町出身。早稲田大学
教育学部国文科卒業。元高校教師。
昭和59年、郷土俳人の交流を描いた作品「花評者石山（はなひょ
うしゃせきざん）」で、第９回歴史文学賞受賞。その後、神官
であり書家として著名であった「三輪田米山（みわだべいざん）」
の生涯を、「歴史読本」に連載し、昭和62年、新人物往来社よ
り「瓢壺（ひょうこ）の夢（ゆめ）」と題して単行本化。平成元年、
花にまつわる34の掌編をまとめた「花鎮（はなしず）め」で、
第４回愛媛出版文化賞受賞。平成28年、ロシア兵墓地の顕彰
に後半生を費やした、才神時雄とその妻を描いた「千年の墓標」
（執筆者名は三島麻緒）で、第３回晩成文学賞（平凡社）受賞。
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手
間
が
増
え
る
。

　

私
が
育
っ
た
と
こ
ろ
は
、
一
級
河
川
の
重

信
川
が
す
ぐ
近
く
に
流
れ
て
い
た
が
、
老
人

は
田
回
り
の
歩
み
を
止
め
る
と
、
こ
こ
は
籠か

ご

田た

だ
と
か
、込こ

み

田た

だ
と
か
、呟
く
よ
う
に
言
っ

て
い
た
。

　

そ
れ
は
、
ホ
ノ
ギ
と
呼
ば
れ
て
い
る
小こ

字あ
ざ

地
名
で
あ
っ
た
が
、
籠
田
は
、
河
川
敷
だ
っ

た
と
こ
ろ
を
田
に
起
こ
し
た
土
地
で
、
田
の

底
は
砂さ

礫れ
き

で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
い
く
ら
水

を
引
い
て
も
す
ぐ
に
抜
け
て
し
ま
う
か
ら
、

そ
の
名
が
つ
い
た
の
だ
と
い
う
。
込
田
は
、

す
ぐ
に
水
に
浸
か
る
田
圃
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

後
年
、
地
名
語
源
に
興
味
を
持
ち
、「
ホ

ノ
ギ
」に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

老
人
の
言
っ
て
い
た
と
お
り
、
地ぢ

味み

を
表
す

言
葉
が
多
か
っ
た
。

　

澄
ん
だ
青
空
の
映
っ
た
水
田
は
、
私
に

と
っ
て
屋
根
の
な
い
博
物
館
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
。
水
生
生
物
で
あ
る
、
ヤ
ゴ
・
ゲ
ン

ゴ
ロ
ウ
・
タ
ガ
メ
・
カ
エ
ル
・
イ
モ
リ
・
カ

ワ
ニ
ナ
・
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
を
、
身
近
に
観
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

道
に
か
が
み
込
ん
で
、
畦あ

ぜ

草く
さ

の
名
前
を
教

え
て
く
れ
た
の
も
、
そ
の
老
人
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
私
は
畦
道
に
立
ち
止
ま
っ
て
、

草
花
を
手
に
取
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

　

あ
る
時
は
、
私
を
村
境
の
小
高
い
山
に
連

れ
て
行
っ
た
。
山
上
か
ら
、
田
の
畔
筋
を
見

ろ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
老
人
が
言
っ

た
の
は
、
な
ぜ
畦
に
歪ゆ

が

み
が
生
じ
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

狭
く
歪わ

い

曲き
ょ
くし
た
畦
が
生
ま
れ
た
理
由
も
ま

た
、
農
に
携た

ず
さ

わ
る
人
た
ち
の
、
わ
ず
か
な
実

り
に
対
す
る
根
強
い
執
着
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
農
村
も
、
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
。
自
然
環
境
は
も

ち
ろ
ん
生
活
、
価
値
観
に
お
い
て
も
そ
う
で

あ
る
。

　

現
在
、
高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
る
が
、
い

つ
の
時
代
に
も
、
そ
の
一
生
に
お
い
て
豊
か

な
知
恵
、
経
験
、
技
術
を
蓄
え
て
き
た
老
人

は
い
た
。
江
戸
期
に
お
け
る
大た

い

老ろ
う

、
老ろ

う

中じ
ゅ
う、

年と
し

寄よ
り

、
若わ

か

年ど
し

寄よ
り

、
家か

老ろ
う

な
ど
の
役
職
名
が
、

そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

よ
く
頭
を
撫
で
て
も
ら
っ
た
が
、
今
も
そ

の
老
人
の
陽
に
焼
け
た
顔
と
、
ぶ
厚
い
掌

て
の
ひ
らの

感
触
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。�

（
了
）

▲収穫間近の田圃で
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●第11回全国和牛能力共進会愛媛県代表壮行会
宮城全共に向け出品者を激励！

●愛媛県米麦振興協会
はだか麦30年連続生産量
日本一を祝して記念大会を開催 　公益社団法人愛媛県畜産協会は９月４日から宮

城県で開かれた第11回全国和牛能力共進会（宮城
全共）を前に、西予市野村町畜産総合振興センター
で壮行会を開催しました。県やＪＡ、関係機関など
から約70人が集まり、各区の出品者を激励しました。
愛媛県は、２区（若雌の１）から１頭、９区（去勢
肥育牛）から２頭出場しました。
　５年に１度開催の「和牛のオリンピック」と言わ
れている同共進会は、９月７日から11日、宮城県仙
台市で開催されました。愛媛県代表牛の結果は次
の通りです（敬称略・カッコ内はＪＡ名）。
　▽２区（若雄の１）
１等賞４席＝「さか
え」角藤幸男（ひが
しうわ）▽９区（去
勢肥育牛）優等賞28
席＝「花百合」関平
畜産（同）、９区（去
勢肥育牛）２等賞＝
「桜道」高橋宏明（同）

　愛媛県産はだか麦は、平成28年産をもち
まして30年連続生産量日本一となりました。
これを祝して、愛媛県米麦振興協会は７月
26日、松山市で「はだか麦30年連続生産量
日本一記念大会」を開催し、生産者・実需者、
ＪＡなどの関係者約60人が参加しました。
　記念大会では、愛媛県東予地方局今治支
局の兼頭室長から「はだか麦生産量連続30
年日本一、次の10年に向けて」と題した記念
講演があったほか、会場では愛媛県産はだ
か麦を使用した
お菓子や味噌、
飲料などの商品
の展示がありま
した。また懇親
会では、はだか
麦を使用した料
理や飲料が振る
舞われました。

●愛媛県民間流通地方連絡協議会

30年連続日本一のはだか麦の安定供給を！
　ＪＡ全農えひめ食糧生産課は、７月26日松山市
で愛媛県産麦の円滑な流通をめざし、愛媛県民
間流通地方連絡協議会を開きました。
　会議には、精麦や製粉、醤油・味噌関連の実
需者14社・組合と生産者・ＪＡ・県関係者ら44人
が出席。29年産麦の販売見込数量や30年産麦の
販売予定数量を確認するとともに、愛媛県産麦に
対する意見交換を行いました。
　愛媛県産はだか麦は、30年連続生産量日本一
（28年産実績）となりましたが、30年産において
は生産者の販売予定数量4,654tに対し、実需者か
らは倍近い8,157tもの購入希望をいただいていま
す。そのため、実需者からは需要に応じた数量確
保と安定供給を求める声が多く出されました。
　こうした中、ＪＡ全農えひめ・愛媛県米麦振興
協会では、これらの実需者ニーズに対応していく
ために更なる面積の拡大と単収360kg/10a以上の

実現を目指していくとともに、有望品種の「ハル
ヒメボシ」への品種転換を計画的に進めることに
しています。
　小麦は、30年産販売予定数量505tに対して購
入希望数量は531tとなっています。
　愛媛県農林水産研究所からは、愛媛県産麦の課
題および今後の対応策等について説明があり、生
産者、ＪＡ、関係機関が連携して取り組んでいく
ことを確認しました。
　なお、29年産は、
はだか麦の集荷数
量は4,340t（前年比
129％）。１等比率は
97％。小麦は集荷
数 量620t（ 前 年 比
142％）となりました。

●第18回ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会通常総会

需要に応じた生産と品質向上を！
　ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議会は、７月26日、
松山市で、「第18回ＪＡ愛媛米麦生産者組織協議
会通常総会」を開きました。
　総会には、会員20名の他、県やＪＡ等関係者
41名が出席し、平成28年度事業報告、29年度事
業計画・予算計画等を審議し、承認されました。
　水稲においては、生産数量目標（14,527ha）の
確実な生産を行うとともに、「売れる米づくり」に
向けて需要に応じた作付誘導と品質向上に取り組
むこととし、28年度食味ランキングで「特A」評
価を得た「にこまる」については、「特A」評価
の連続取得を目指します。

　麦においては、30年連続生産量日本一を誇るは
だか麦を中心に、はだか麦１,800ha、小麦200ha
を目標に作付するとともに、実需者の要望に応え
ていくため単収を向
上させて、安定的な
供給体制を確立して
いきます。また「ハ
ルヒメボシ」につい
ては、順次種子を確
保しながら切り替え
を進めていくことを
確認しました。

２区代表の「さかえ」と角藤夫妻記念講演をする愛媛県今治支局兼頭室長
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●㈱えひめ飲料が松山東交通安全協会に贈呈

交通安全運動に「POM塩
と夏みかん」を役立てて！

●愛媛県肉用牛振興協議会青年部会「伊予うし若人会」

若手肉用牛生産者が
伊予牛「絹の味」をPR

　㈱えひめ飲料は、秋の全国交通安全運動（９
月21日から９月30日まで）の啓発活動に役立
ててもらおうと、８月28日、「POM塩と夏みか
ん」（200ml紙パック）１,000パックを松山東交
通安全協会に贈りました。
　贈呈商品は、交通安全運動期間中に、松山
東警察署管内で実施される「交通茶屋」や「高
齢者教室」などの各種イベントで、交通事故
防止のチラシや反射板とともに配布・活用さ
れました。
　松山市安城寺町の㈱えひめ飲料本社で行わ
れた贈呈式では、同
社の髙原茂社長が同
協会の清水一郎会長
に商品と目録を手渡
しました。清水会長
からは、「交通安全
運動で活用させてい
ただきます」とお礼
の言葉がありました。
　同社によるPOM製
品の贈呈は、社会貢
献活動の一環として
平成22年から毎年実
施しています。

　愛媛県肉用牛振興協議会青年部会「伊予う
し若人会」は、７月29日、東温市の「ファミリー
マート・全農ふれっしゅ広場」内「全農のお肉
屋さん」特設テントにて、伊予牛「絹の味」の
試食会、「生産から出荷までの過程」が描かれ
たパネル展示や、「命の大切さ」と題した紙芝
居などを行いました。
　青年部会「伊予うし若人会」は、愛媛県内
の若手肉用牛生産者や後継者で構成されてお
り、地域の垣根を越えた交流を深めることに
より、経営、技術の向上を図ることを目的に年
に２回、研修会を開催しています。
　今回は、生産者の立場を通じて消費者に直
接、愛媛のブランド肉、伊予牛「絹の味」の
美味しさや安心安全についてアピールしまし
た。
　池田一成
会長は「後継
者不足の中
でも、みんな
で一緒に愛媛
の畜産を盛り
上げていきた
い」と話して
いました。

●ＪＡ農業サポート実践会議

信用・営農部門が連携し農業者の所得増大を支援！
　ＪＡ全農えひめなどで構成するＪＡグループ
愛媛担い手サポートセンター連絡協議会は、７
月10日、松山市のＪＡ愛媛で「ＪＡ農業サポー
ト実践会議」を開きました。会議には、ＪＡの
担い手対応を行うTAC・営農・信用部門の担
当者など66人が出席。事業間連携による農業経
営支援機能を発揮し、農業者の所得増大につな
げる重要性を確認しました。
　当日は、参加者が７班（米麦野菜部門４班・
果樹部門３班）に分かれてグループワークを実
施。担い手の所得増大に向けて、ＪＡの総合力
を発揮し営農・信用部門が一体となって、作物
提案や融資も含めた提案内容の検討を話し合う

とともに、５年先・10年先を見据えた提案内容
シートと経営改善計画表を作成し発表しました。
　参加者からは、普段関わりの少ない分野が学
べる良い機会
となり、営農
と信用部門の
連携の大切さ
を改めて確認
できたとの意
見が多数あり
ました。

●カントリーエレベーター及び農業倉庫保管管理研修会

米の品質事故防止強化を！
　ＪＡ全農えひめ食糧生産課は、７月28日、松
前町のＪＡ愛媛農業技術センターで、「カント
リーエレベーター及び農業倉庫保管管理研修
会」を愛媛県では初めて開催し、各ＪＡ担当課
長・担当者ら20名が研修を受けました。
　今回の研修会は近年、食の安全・安心への関
心が更に高まっている中、米麦の保管管理環
境については高度な品質管理が求められていま
す。そのため、８月からの米の集荷を前にカン

トリーエレベーター、ライスセンター、農業倉
庫の適切な保管管理について学び、品質事故を
防止する目的で開催しました。
　研修会では、農業倉庫基金や国際衛生株式会
社から外部講師を招き、カントリーエレベー
ターや農業倉庫における品質事故防止策、保管
管理、貯蔵穀物害虫・鼠の生態・防除等につい
て知見を深めました。

来店者にパネルの説明をする生産者
清水会長（右）に商品を贈呈する
髙原社長
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●ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱

バドミントンの若手選手育成に貢献
～ジュニア県予選会に冠協賛

●�㈱ひめライス協賛「第41回テレビ愛媛杯
愛媛県ママさんバレーボール大会」

「生石クラブ」優勝！ ひめライスは
ママさんバレーを応援！

●「いよっこら」親子農業体験ツアー

親子で大根や梨の
収穫体験を満喫

●ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱

新規直営鶏舎「卵卵中
野ファーム」竣工式と
落成記念式典を開催

　「第２回フレッシュ卵卵カップ　第36回全日本
ジュニアバドミントン選手権大会愛媛県予選」
が、８月８日松山市の愛媛県総合運動公園体育
館で開かれ、９月15日から群馬県で開催された
全国大会の出場をめざし熱戦を繰り広げました。
　大会は、中学生を含む高校２年生以下のジュ
ニアの部（シングルス・ダブルス）、中学２年生
以下のジュニア新人の部（シングルス）に分か
れて男女別で行われ、計185人の選手が日頃の練
習成果を競いました。
　昨年からジュニア選手を育成する同大会に特
別協賛しているＪＡえひめフレッシュフーズ㈱は、
参加賞のほか各クラス優勝者全員に「紅花卵卵」
など卵30個と「親
鳥の炭火焼き」、た
まごかけごはん専
用醤油が入った
「卵かけごはんセッ
ト」を贈りました。
また、会場内では
㈱えひめ飲料が熱
中症対策として出
場選手に「POM塩
と夏みかん」を提
供しました。

　㈱ひめライス協賛「第41回テレビ愛媛杯愛媛県マ
マさんバレーボール大会」が、８月27日、西条市総
合体育館で開かれ、強豪の生石クラブ（松山市）が
５回目となる優勝を飾りました。
　大会には県内40チームの中から東・中・南予の各
地区予選を勝ち抜いた16チームが参加。選手たちは
家族の声援を受けながらレベルの高い熱戦を展開し
ました。
　㈱ひめライスは、スポーツ振興を通した健康で明
るい家庭づくりに貢献しようと、同大会に毎年協賛。
今回も３位以内の上位４チームのメンバー全員に新
米無洗米『あらうまい愛媛県産コシヒカリ』と㈱えひ
め飲料提供のポンジュースセットを、参加者全員に
お米とひめライス
グッズをプレゼン
トしました。
　会場では、元全
日本代表の斉藤真
由美さんらによる
「ちびっ子バレー
ボール教室」もお
こなわれ、大会を
盛り上げました。

　ＪＡえひめアイパックス㈱ファーマーズマー
ケット「いよっこら」運営協力会は、力を入
れている食農教育活動の一環として、８月26
日、西予市野村町大野ケ原と伊予市中山町を
回る「親子農業体験ツアー」を実施しました。
　このツアーは、収穫体験等を通じて農業や
食の大切さ、地元農産物の美味しさや魅力を
伝えようと毎年開催しており、今年で９年目。
　今回のツアーには、伊予市近郊の親子11組・
29人が参加。標高1,000mを超える四国カルス
ト・西予市野村町大野ケ原の黒河正高さんの
畑で、大根を収穫しました。黒河さんから栽
培の状況や「大
根が折れないよ
うにまっすぐ上の
方へ抜いて」とい
うアドバイスを受
け、子どもたちは
力を込めて大根を
引き抜き、「やっ
たー。大きいのが
とれた」と大きな
歓声をあげていま
した。一行は、伊
予市中山町でも梨
狩りを楽しみまし
た。

　ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱は、松
山市の中予地区新規直営鶏舎「卵卵中野
ファーム」建設予定地とＪＡ愛媛ビルで９
月13日、関係者約50人が集まり、竣工式
と落成記念式典を開催しました。同農場
は、10月２日から生産開始を予定しており、
平成30年７月の完成を見込んでいます。
　落成記念式典では、ＪＡえひめフレッ
シュフーズ㈱大津満社長が「この新農場
が県内採卵養鶏の生産体制の強化に繋が
るように役職員一丸となって取り組んで
いきたい。」とあいさつしました。

ジュニアの部シングルスで優勝した
新居浜東高２年の近藤さん（右）と
新田高１年の鎌田さん

あいさつをする大津社長優勝を喜ぶ生石クラブのメンバー
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15

水
省
に
は
、
古
く
は
明
治
時
代
か

ら
の
農
業
関
係
の
統
計
が
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
耕
地
や
作
物
、
家
畜
等

の
統
計
デ
ー
タ
を
年
代
毎
に
追
っ
て
い
く

と
、
世
の
中
の
動
き
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　

た
と
え
ば
昭
和
30
年
代
初
頭
、
農
業
の

機
械
化
の
黎
明
期
以
前
に
は
、
愛
媛
県
で

は
お
よ
そ
７
万
戸
の
農
家
で
７
万
頭
余
の

牛
が
役
牛
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
成
分
化
成
肥
料
が
出
回
る
40
年

前
後
か
ら
、
水
稲
の
単
収
は
飛
躍
的
に
伸

び
て
き
て
い
ま
す
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近
年
は
、
耕
地
の
減
少
が
続
き
、
な
か

で
も
耕
作
放
棄
地
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
耕
地
面
積
と
耕
地

の
拡
張
・
か
い
廃
面
積
に
つ
い
て
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

　　　　　

図
１
で
平
成
９
年
と
28
年
の
田
畑
別
耕

地
面
積
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
田
は
、

20
年
間
で
お
よ
そ
４
、４
２
０
ha
（
16
％
）

　

こ
こ
20
年
間
で
は
、
３
７
、０
０
０
ha

か
ら
２
６
、９
０
０
ha
へ
と
１
０
、１
０
０

ha
（
27
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
（
図
１

参
照
）。
そ
の
内
訳
を
図
３
で
み
ま
す

と
、
田
か
ら
の
転
換
や
開
墾
で
５
９
５
ha

拡
張
し
て
い
ま
す
が
、
１
０
、７
０
０
ha

の
か
い
廃
面
積
の
う
ち
８
割
以
上
（
８
、

９
３
０
ha
）が
そ
の
他
の
荒
廃
農
地
で
す
。

　

愛
媛
県
の
耕
地
は
、
田
に
お
い
て
は
山

間
部
、
傾
斜
地
と
い
っ
た
条
件
不
利
地
が

植
林
さ
れ
た
り
荒
廃
農
地
に
な
る
一
方
、

都
市
近
郊
で
は
宅
地
や
道
路
・
工
場
な
ど

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
へ
転
用
が
図
ら
れ
、
畑

に
お
い
て
は
条
件
不
利
地
の
樹
園
地
を
中

心
に
、
荒
廃
農
地
と
な
り
減
少
し
た
も
の

と
い
え
ま
す
。

　

改
め
て
図
４
で
昭
和
31
年
か
ら
の
耕
地

の
動
き
を
み
ま
す
と
、
田
は
36
年
の
高
度

成
長
の
さ
な
か
に
、
そ
し
て
畑
は
、
高
度

成
長
が
終
焉
を
迎
え
る
48
年
か
ら
減
少
に

転
じ
て
い
る
様
子
が
窺
え
ま
す
。

　
中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
支
局　

統
計
チ
ー
ム

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
訳
を
図
２

で
み
ま
す
と
、
田
か
ら
畑
へ
の
転
換
に
よ

る
減
少
が
５
１
３
ha
（
か
い
廃
面
積
の

12
％
）
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
人
為

的
な
か
い
廃
で
、１
、７
０
０
ha（
同
38
％
）

が
宅
地
に
転
用
さ
れ
た
外
、
道
路
、
工
場

用
地
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
転
用
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、そ
の
他
が
１
、５
３
０
ha（
同

35
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
荒
廃
農
地（

≒

耕
作
放
棄
地
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　

一
方
畑
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代

後
半
に
か
け
、
普
通
畑
や
田
か
ら
の
転
換

や
開
墾
に
よ
り
、
収
益
性
の
良
か
っ
た
み

か
ん
な
ど
の
か
ん
き
つ
類
が
植
栽
さ
れ
、

畑
面
積
は
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生

産
過
剰
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
や
オ
レ
ン

ジ
の
輸
入
自
由
化
な
ど
の
時
代
を
経
て
、

か
ん
き
つ
類
の
栽
培
面
積
の
減
少
に
合
わ

せ
畑
面
積
も
減
少
し
ま
し
た
（
図
４
参

照
）。

減少した田や畑耕地はどこへ
－作物統計調査「耕地及び作付面積統計」から－

畑
の
減
少
は
荒
廃
農
地
が
主
体

田
耕
地
減
少
の
お
よ
そ

４
割
は
宅
地
等
へ

農

0 10,000 20,000 30,000 40,000（ha）

（ha）

（ha）

図4　田畑別　耕地面積の動き（昭和31年～平成28年）

図1　田畑別　耕地面積の動き（平成9年・28年）

図2　田の拡張・かい廃内訳（平成9年～ 28年）

図3　畑の拡張・かい廃内訳（平成9年～ 28年）

出典：作物統計調査「耕地及び作付面積統計」ほか

出典：作物統計調査「耕地及び作付面積統計」

出典：作物統計調査「耕地及び作付面積統計」

出典：作物統計調査「耕地及び作付面積統計」
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

８‌
−

９
月
号
の
答
え
は「
ア
シ
タ
ノ
カ
ラ
ダ
」で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０

円
分
を
お
送
り
し
ま
す
。

石
村
て
る
み
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）‌

村
上
ゆ
か
り
さ
ん
（
今
治
市
）

越
智　

節
美
さ
ん
（
今
治
市
）‌

永
井　

民
枝
さ
ん
（
西
条
市
）

山
内　
　

忍
さ
ん
（
伊
予
市
）‌

徳
永　
　

舞
さ
ん
（
西
条
市
）

山
田
八
重
美
さ
ん
（
宇
和
島
市
）‌

吉
田　

徳
好
さ
ん
（
内
子
町
）

菅　
　

隆
子
さ
ん
（
今
治
市
）‌

玉
井　

一
枝
さ
ん
（
西
条
市
）

当
選
者
発
表

締
　
切
　
り

平
成
29
年
11
月
20
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発
　
　
　
表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
12‌

−‌

１
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

【訂正とお詫び】

　本誌、2017年度８−９月
号に掲載の下記につきまし
て誤りがありました。訂正
してお詫び申し上げます。
◆‌P７「グループ会社常勤
役員の人事異動につい
て」ＪＡえひめフレッ
シュフーズ㈱の囲み部分
　（誤）‌酉　尊公
　（正）‌西　尊公
◆‌P12上方囲み本文21段目
　（誤）部会員は58人に増加。
　（正）部会員は58人増加。
◆‌P12上方囲み本文22段目
　（誤）958万円
　（正）9,580万円

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
今
年
も
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
中
で
す
。
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
名
称
は
？

「
○
○
○
○
ー
米ベ

イ

ベ
ー
」

★今月号のエッセーですが、高
市さんが収穫間近の田圃で稲
穂を見つめる写真、実はこ
れ我が家の田圃です。実家で
は、米、麦、野菜を作ってお
りまして、９月に入ると自宅
の周りが黄色く色づいてきた
稲でいっぱいになります。「あ
～夏も終わったな」と感じる
のと同時に美味しい新米がも
うすぐ食べれる！と考えるだ
けでよだれがでてきます。食
欲の秋…わくわくしますね。
あ、食べてばっかりいないで、
スポーツの秋も頑張ります
（汗）。

（有紗）

●
「
酒
蔵
め
ぐ
り
」
を
読
ん
で
。
原
料
、
製
造
工
程
だ
け

で
は
な
く
、
紙
ラ
ベ
ル
に
ま
で
こ
だ
わ
り
抜
い
た
逸
品
。

決
し
て
機
械
で
は
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
職
人

の
一
杯
を
旧
友
と
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
“
な
い
し
ょ
ば
な

し
”
に
花
を
咲
か
せ
た
い
と
思
う
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
今
治
市
・
窪
田　

貴
大
さ
ん
）

　
●
毎
年
、「
え
ひ
め
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
年
は
和
菓
子
部
門
が
新
た

に
出
来
て
よ
り
楽
し
み
で
す
！　

み
か
ん
や
キ
ウ
イ

な
ど
愛
媛
の
特
産
品
が
ど
の
よ
う
な
素
敵
な
作
品
に
な

る
の
か
今
か
ら
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

（
大
洲
市
・
浜
江　

和
子
さ
ん
）

　
●
ト
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
様
々
な
品
目
の
総
会
や
品

評
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
私
の
地
元
の
方
が
た
く
さ
ん

表
彰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
こ
う
い
う
結
果
に
繫
が
る

の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

（
大
洲
市
・
矢
野　

吉
信
さ
ん
）

　
●
愛
媛
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
で
は
、
海
外
へ
の
輸
出
促
進

な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
紅
ま
ど

ん
な
、
甘
平
、
せ
と
か
…
ど
れ
も
「
愛
」
あ
る
愛
媛
の

特
産
品
で
す
。
愛
媛
の
食
品
が
世
界
の
人
た
ち
を
笑
顔

に
し
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　

幹
椎
茸
品
評
会
、
成
髙
さ
ん
９
年
連
続
最
優
秀
賞
受

賞
！　

一
口
に
９
年
と
言
い
ま
す
が
、
大
変
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。成
髙
さ
ん
の
日
々
の
努
力
の
賜
で
す
ね
。

（
今
治
市
・
阿
部　

德
子
さ
ん
）

●
え
ひ
め
飲
料
の
取
り
組
み
を
知
り
、
柑
橘
農
家
と
し
て

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
早
速
、「
河
内
晩
か
ん
ゼ

リ
ー
」
を
太
陽
市
で
買
っ
て
飲
ん
で
み
ま
し
た
。
冷
や

し
て
飲
む
と
の
ど
ご
し
が
よ
く
て
美
味
し
い
。
箱
ご
と

24
本
買
い
ま
し
た
。
紙
パ
ッ
ク
で
重
く
な
ら
な
い
「
ア

シ
タ
ノ
カ
ラ
ダ
」は
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
購
入
し
た
い
で
す
。

（
松
山
市
・
一
色　

加
代
子
さ
ん
）

　
●
特
集
を
読
ん
で
。「
ア
シ
タ
ノ
カ
ラ
ダ
」
良
い
ネ
ー
ミ

ン
グ
で
す
ね
。
歳
を
と
っ
て
い
く
中
で
、
体
が
元
気
な

こ
と
が
一
番
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
明
日
が
元
気
な

ら
、
次
の
日
も
、
そ
の
次
の
日
も
と
、
今
後
の
人
生
の

は
り
に
な
る
よ
う
な
商
品
名
だ
と
思
い
ま
す
。

（
松
前
町
・
田
中　

克
也
さ
ん
）

　
●
え
ひ
め
飲
料
が
え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
の
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
の
提

供
を
行
う
と
の
こ
と
。
私
も
、
大
会
期
間
中
は
、
テ
ニ

ス
の
審
判
員
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
全
国
各
地
の
方
に

え
ひ
め
飲
料
の
商
品
を
お
す
す
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
山
市
・
竹
村　

洋
子
さ
ん
）

　
●
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。
子
ど
も
の
頃
、
焼
米
の
甘
さ
、

香
り
、
食
感
を
楽
し
ん
だ
一
人
で
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
の
中

は
焼
米
だ
ら
け
で
大
事
に
大
事
に
食
べ
て
い
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
頂
き
物
の
容
器
に
マ
ッ
チ
３
本
程
入
れ
て

返
す
の
は
私
の
役
目
。
今
思
え
ば
マ
ッ
チ
も
貴
重
な
時

代
で
し
た
ね
。
以
前
、
広
島
で
焼
米
を
見
か
け
て
思
わ

ず
購
入
。
懐
か
し
い
味
を
楽
し
む
事
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
周
り
で
は
、「
お
た
め
」
で
は
な
く
「
お
た
み
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。（

今
治
市
・
田
村　

恵
美
子
さ
ん
）

　
●
エ
ッ
セ
ー
を
読
み
、
幼
い
頃
、
祖
母
に
焼
米
を
作
っ
て

も
ら
っ
て
食
べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
と
て
も

懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
甘
く
て
美
味

し
い
お
菓
子
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
ま
に
は
、
こ

う
い
う
焼
米
の
よ
う
な
素
朴
な
お
菓
子
を
食
べ
る
の
も

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
松
山
市
・
松
本　

恵
子
さ
ん
）
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豚バラとキノコのみそ炒め

〈作り方〉
①�　サバは皮目に切り込みを入れ、湯をかけ、
霜降りをし、冷水にとる。
②�　ゴボウは長さ６㎝に切り、縦半分（大き
ければ４等分）に切る。白ネギは３～５㎜
幅の斜め切りにする。
③�　鍋にゴボウとサバを重ならないように並
べ、水をひたひたに入れ、Ⓐを入れて火に
かける。
④�　湧いたらアクをとり、ゴボウがやわらかく
なるまで弱火で炊き、しょうゆと麦みそを入
れて炊き、最後に白ネギを加えて火を通す。

※盛りつけ時に針生姜をのせれば、ひと味違った食感・
風味が味わえる。

蒸し野菜　みそディップ
〈材料・４人分〉　　※1人あたり約130kcal

サツマイモ� １本
エリンギ� ２本
人参� 1/4本
カブ� ２個
酒� 少々
塩� 少々
ヨーグルト（無糖）� 100ｇ
麦みそ� 大さじ２
レモン（しぼり汁）� 1/4個分
ハチミツ� 小さじ１

サバのみそ煮
〈材料・４人分〉　　※1人あたり約256kcal

豚バラ肉（スライス）� 160ｇ
カボチャ� 80ｇ
エリンギ� １パック（約100ｇ）
シイタケ� ６枚
ニンニク（スライス）� １かけ
サラダ油� 大さじ１
輪切り唐辛子� ３～５個
　酒� 大さじ２
　砂糖� 大さじ１
　しょうゆ� 大さじ１
　麦みそ� 50ｇ

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約200kcal
サバ� ４切
ゴボウ� 1/2本
白ネギ� １本
　生姜（スライス）� １かけ
　酒� 大さじ４
　砂糖� 大さじ１
薄口しょうゆ� 小さじ２
麦みそ� 60ｇ

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生

▲

�

（
右
）
蒸
し
野
菜
み
そ
デ
ィ
ッ
プ
、（
後
）
サ
バ
の
み
そ
煮
、（
左
）
豚
バ
ラ
と
キ
ノ

コ
の
み
そ
炒
め

Ⓐ

〈作り方〉
①　ザルにキッチンペーバーを敷き、ヨーグ
ルトをのせて水分（ホエイ）を切っておく。
②　サツマイモは皮つきのまま１㎝幅の半月
切り、エリンギはひと口大に切り、人参は
７㎜幅の輪切り、カブはくし切りにし、酒
と塩をふり、蒸す。
③　ボウルに麦みそを入れ、①を少しずつ加
え混ぜ、ハチミツとレモン汁を加えて混ぜ
る。
④　③のみそディップに、②の蒸し野菜をつ
けて食べる。

〈作り方〉
①　豚バラ肉は５㎝幅に切る。
②　カボチャは拍子木切りにし、電子レンジ
にかける。
③　エリンギは横半分に切り、縦に５㎜幅に
切る。シイタケは薄切りにする。
④　フライパンに油を熱し、ニンニクと唐辛
子を炒め、①を炒める。
⑤　③を加えて炒め、②とⒶを加え、さらに
炒める。

Ⓐ

豊かな麦の香りと旨味と、
ほんのり甘い、懐かしの味

NOW NOWCOOKING
今月の素材

麦みそ
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この冊子は再生紙を使用しています。
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環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。




